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特別損失の計上及び業績予想の修正に関するお知らせ 

 

  

当社は、下記のとおり特別損失を計上するとともに、 近の業績動向を踏まえ、平成23年5月13日に発表した、平成24年3月

期（平成23年4月1日～平成24年3月31日）の通期業績予想(連結・個別)を下記のとおり修正いたします。 

 

記 

 

Ⅰ.特別損失の計上について 

 当社はEuro Cruise Holdings B.V.（以下、「同社」とする）と平成18年7月に業務提携を行い、当社優先利用の河クルーズ船の

建造を委託するとともに、融資契約を締結しました。同河川クルーズ船は平成19年5月より運航を開始し、当社は事業年度のう

ち一定期間チャーターをしており、同船舶の運航業務につきましては同社に全面的に委託しておりました。 

しかしながら、業務提携契約に基づく運航業務委託費の定義に関する認識の相違が発生し、同社と継続的に協議を行って

きましたが、解決に至らず、当該認識の相違の解消を図ることを目的として、オランダの法律に基づく voorlopige 

voorzieningenprocedure（略式訴訟）を平成 23 年 4 月 8 日付で提起いたしました。 

そこで、平成23年5月3日から平成23年11月23日の間、同社とStand Still Agreement（休止契約）を結び、その間、継続的に

協議し、和解に向けての調整を行ってまいりましたが、合意に至りませんでした。 

当社は、和解に至っていないことから、現時点までの交渉の経過及び今後の取引関係の維持継続等を勘案して同社に対す

る債権について、将来発生する可能性のある損失を見積もり、平成24年3月期第3四半期連結累計期間に同社に対する貸倒引

当金繰入額として、ユーロに対する歴史的円高の影響による円建てベースでの担保価値との差異を鑑み、327,923千円の特別

損失を計上することとしました。 

 

当該取引先の概要 

商号 Euro Cruise Holdings B.V. 

所在地 Nijverheidstraat32 NL-6681 LN Bemmel THE NETHERLAND 

代表者 Ton Van Meegen 

事業の内容 船舶の運航業務 

 

 

 

 

 

 

 



Ⅱ.平成24年3月期の業績予想数値の訂正 

 上記Ⅰ.の状況並び 近の動向を踏まえ平成23年5月13日に公表した業績予想を次のとおり修正します。 

(1)平成 24 年 3 月期 通期(連結)業績予想数値(平成 23 年 4 月 1 日～平成 24 年 3 月 31 日)          （単位：百万） 

 
売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

1 株当たり   

四半期純利益

前回発表予想(Ａ) 4,000 17 52 34 3.48 

今回修正予想(Ｂ) 3,957 5 47 △291 △29.75 

増減費 (Ｂ－Ａ) △43 △12 △5 △325 － 

増 減 率 (％) △1.1 △70.6 △9.6 － － 

(ご参考) 前期実績(平成 23 年 3 月期) 4,296 123 209 158 16.26 

(注)１.連結対象会社は、株式会社ニッコウ企画(100%子会社)です。 

 

(2)平成 24 年 3 月期 通期(個別)業績予想数値(平成 23 年 4 月 1 日～平成 24 年 3 月 31 日) （単位：百万） 

 
売上高 経常利益 四半期純利益

1 株当たり   

四半期純利益 

前回発表予想(Ａ) 4,000 48 32 3.27 

今回修正予想(Ｂ) 3,957 38 △297 △30.36 

増減費 (Ｂ－Ａ) △43 △10 △329 － 

増 減 率 (％) △1.1 △20.8 － － 

(ご参考) 前期実績(平成 23 年 3 月期) 4,296 204 154 15.82 

 

(3)個別業績予想の修正理由 

＜売上面＞ 

主な売上の減少要因としては、当期3月に催行予定の「ビジネスクラスを利用し、通常のツアーでは訪れない南半球の諸

地域を巡る世界一周の旅、遊覧飛行で極める霊峰キリマンジャロと世界 高峰のエベレストを観光する二大名峰の旅」の利

用予定の航空会社の一部路線の運休に伴いツアーの催行を一部取止めたこと、また、併せて来期初頭に催行する創業35

周年記念企画としての 後を飾る、「10年に一度の花の博覧会フロリアードの旅及びベルサイユ宮殿貸切り見学と晩餐会の

旅」などの通常のツアーとは異なるユニークなツアーにお客様の興味が集中したことによるものであります。 

 

＜利益面＞ 

営業利益、経常利益の主な減少要因は、上記記載の売上高の減少によるものであります。 

当期純利益の主な減少に関しては、上記記載の売上高の減少と特別損失の計上によるものであります。 

 

 (4)連結業績予想の修正理由 

単独決算の業績予想の修正に伴い、連結決算の業績予想を修正いたします。 

単独決算で記載された事項を補足する事項はございません。 

 

 (注)上記に記載した予想数値は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不

確定な要素を含んでおります。実際の業績等は、経済状況･市場環境･為替の変動等にかかわるリスクや不確定要因によ

り記載の予想数値と異なる可能性もあります。 

 

以 上 

 


